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変
わ
ら
な
い
慈
恵
精
神 

高
木
兼
寛
が
築
い
た
ス
ピ
リ
ッ
ト
は

1
3
0
年
経
っ
た
今
も
、

慈
恵
教
職
員
の
こ
こ
ろ
に

脈
々
と
息
づ
い
て
い
ま
す
。
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東京慈恵会医科大学

患者と向き合い、
病気の原因を疫学的に探った
日本近代医療・医学史における
高木兼寛

http://www.jikei.ac.jp/univ/

	 8	月28	日	（土）13：30～（中央講堂）
	 9	月25	日	（土）13：30～（中央講堂）
10	月23	日	（土）13：30～（大学１号館講堂）

	 8月	 3	日	（火）13：30～	
	 8月	 4	日	（水）13：30～

オープンキャンパス

【医学部医学科】（西新橋キャンパス）

【医学部看護学科】（国領キャンパス）

「
病
気
を
診
ず
し
て

病
人
を
診
よ
」─
─

キ
ャ
ン
パ
ス
に
息
づ
く

創
設
者
の
精
神

東
京
慈
恵
会
医
科
大
学

大
学 

新　
ブ
ラ
ン
ド
力

２
０
１
０

研
究
を
重
視
す
る
あ
ま
り
患
者
と
真
正
面
か
ら
向
き
合
わ
な
い

当
時
の「
医
風
」を
改
良
す
る
こ
と
が
、創
設
者
・
高
木
兼
寛
の
思
い
だ
っ
た
。

以
来
１
３
０
年
、東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
は
今
も「
患
者
本
位
」「
人
間
性
重
視
」の
教
育
を
貫
く
。

先
端
設
備
を
生
か
し
た
高
度
な
ス
キ
ル
教
育
と
、医
療
の
現
場
と
触
れ
合
う
実
践
教
育
を
通
し
て
、

先
進
医
療
や
地
域
医
療
で
活
躍
す
る
医
療
従
事
者
が
こ
こ
か
ら
育
っ
て
い
く
。

多
く
の
著
名
人
も
訪
れ
る
、
私
立
医

大
御
三
家
の
一
つ
─
─
「
慈
恵
医

大
」
の
略
称
で
知
ら
れ
る
東
京
慈
恵

会
医
科
大
学
に
つ
い
て
、
一
般
の
人

は
そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
抱
い
て
い
る

こ
と
だ
ろ
う
。

　

名
門
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

日
本
の
私
立
大
学
の
な
か
で
最
も
古

い
単
科
医
科
大
学
。
開
学
は
１
３
０

通
至
便
の
都
心
の
一
角
に
病

院
と
キ
ャ
ン
パ
ス
を
持
ち
、

ん
ど
を
卒
業
生
で
占
め
、“
オ
ー
ル
慈

恵
”
と
い
う
言
葉
も
あ
っ
た
ほ
ど
。

し
か
し
今
は
よ
り
オ
ー
プ
ン
に
な
り
、

し
み
に
し
て
い
る
。

「
華
や
か
な
イ
メ
ー
ジ
と
は
裏
腹
に
、

医
学
を
究
め
た
い
、
医
師
・
看
護
師

と
し
て
社
会
に
貢
献
し
た
い
と
い
う

真
剣
な
思
い
を
持
つ
若
者
が
多
い
」

（
栗
原
学
長
）
と
、
学
生
の
気
風
を

語
る
。

　

そ
れ
も
そ
の
は
ず
。「
病
気
を
診
ず

し
て
病
人
を
診
よ
」
と
患
者
本
位
の

姿
勢
を
貫
き
、「
医
師
と
看
護
師
は
車

の
両
輪
の
如
し
」
と
、
現
代
の
チ
ー

ム
医
療
に
通
じ
る
考
え
方
を
日
本
で

初
め
て
提
唱
し
た
創
設
者
・
高
木
兼

寛
の
建
学
の
精
神
は
、
今
も
キ
ャ
ン

パ
ス
の
す
み
ず
み
ま
で
息
づ
い
て
い

る
か
ら
だ
。

「
兼
寛
は
、
研
究
の
た
め
の
対
象
の

よ
う
に
し
か
患
者
を
見
な
い
当
時
の

風
潮
に
対
し
て
、
患
者
を
中
心
と
す

る
医
療
の
実
践
に
努
め
た
人
。
英
国

留
学
の
経
験
か
ら
、
医
師
と
看
護
師

の
協
働
の
重
要
性
も
訴
え
た
。
本
学

が
今
、
医
学
部
に
医
学
科
と
看
護
学

科
を
併
設
す
る
の
も
、
創
設
者
の
考

え
に
基
づ
く
も
の
な
の
で
す
」（
栗

原
学
長
）

　

狭
い
専
門
性
に
閉
じ
こ
も
る
こ
と

な
く
、
疫
学
的
研
究
手
法
を
含
め
た

合
理
的
で
幅
広
い
知
見
か
ら
、
医
療

全
体
を
と
ら
え
る
発
想
は
、
高
木
兼

寛
独
自
の
も
の
だ
っ
た
。

　

そ
れ
を
今
、
か
た
ち
に
し
て
い
る

の
が
、
医
学
科
の
６
年
間
を
通
し
て
、

医
学
総
論
を
学
ぶ
慈
恵
医
大
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
だ
ろ
う
。
医
療
倫
理
、
イ

ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
チ
ー
ム
医
療

な
ど
に
つ
い
て
考
え
る
と
同
時
に
、

医
学
が
人
文
・
社
会
科
学
な
ど
を
含

ん
だ
総
合
科
学
で
あ
る
こ
と
を
学
ん

で
い
く
。

　

一
方
で
、
医
療
従
事
者
は
観
念
で

は
な
く
、
手
足
を
動
か
す
実
践
の
人

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
慈
恵
医
大

が
、
学
生
や
卒
業
生
の
診
療
技
能
修

得
に
当
た
っ
て
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

「
医
師
と
看
護
師
は

車
の
両
輪
」

チ
ー
ム
医
療
を

現
場
で
学
ぶ

交交
換
す
る
。
学
生
は
そ
れ
を
通
し
て
、

一
つ
の
医
療
行
為
に
つ
い
て
多
様
な

見
方
が
あ
る
こ
と
、
医
療
の
質
の
向

上
の
た
め
に
は
、
ス
タ
ッ
フ
相
互
の

意
思
疎
通
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
を
知

る
よ
う
に
な
る
。

　

大
学
附
属
病
院
で
は
、
経
験
で
き

な
い
多
様
な
医
療
ニ
ー
ズ
を
知
る
た

め
、
地
域
医
療
実
習
に
力
を
入
れ
た

り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
ベ
ー
ス
に
し

年
前
、
卒
業
生

１
万
２
０
０
０

人
、
現
役
医
師

は
６
０
０
０
人

に
上
る
。

「
か
つ
て
は
教

授
や
附
属
病
院

の
医
師
の
ほ
と

指
導
者
に
は
学
外
出
身
者

が
多
く
な
っ
た
。
卒
業
生

も
開
業
医
よ
り
は
勤
務
医

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
」

と
言
う
の
は
栗
原
敏
学
長

だ
。
毎
週
月
曜
日
は
学
生

た
ち
と
一
緒
に
ラ
ン
チ
の

テ
ー
ブ
ル
を
囲
む
の
を
楽

ン
教
育
施
設
の
設
置
な
ど
、
現
代

の
学
習
理
論
に
基
づ
い
た
ス
キ

ル
向
上
に
力
を
入
れ
る
の
は
そ

の
た
め
で
あ
る
。

　

チ
ー
ム
医
療
に
つ
い
て
は
、

大
学
５
年
生
が
参
加
す
る
「
チ

ー
ム
医
療
構
築
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
の
授
業
が
興
味
深
い
。
学

生
、
医
師
、
研
修
医
、
看
護
師
、

そ
の
他
の
医
療
従
事
者
が
、
一

つ
の
テ
ー
マ
に

つ
い
て
意
見

た
総
合
試
験
シ
ス
テ
ム
を
取
り
入
れ

る
な
ど
、
慈
恵
医
大
は
常
に
先
端
的

な
取
り
組
み
を
し
て
き
た
こ
と
で
も

知
ら
れ
る
。
Ｅ
Ｂ
Ｍ
（
根
拠
に

基
づ
い
た
医
療
）
の
考
え
方
に

１
年
生
か
ら
触
れ
さ
せ
る
な
ど
、

慈
恵
医
大
な
ら
で
は
の
特
色
あ

る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
今
も
随
所

に
見
ら
れ
る
。

　

な
お
、
慈
恵
医
大
附
属
病
院

は
２
０
０
３
年
、
ア
ジ
ア
で
初

め
て
の
脳
血
管
内
治
療
セ
ン
タ

ー
を
開
設
、
06
年
に
は
大
動
脈

瘤
の
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
手
術

を
専
用
手
術
室
で
開
始
し
た
。
こ
う

し
た
最
新
医
療
設
備
の
な
か
に
は
、

世
界
に
数
台
し
か
な
い
も
の
も
含
ま

れ
る
。

　

遺
伝
子
治
療
を
目
指
す
Ｄ
Ｎ
Ａ
医

学
研
究
所
や
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
実
験
研

究
施
設
を
擁
す
る
総
合
医
科
学
研
究

セ
ン
タ
ー
、
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ

ィ
技
術
の
医
療
現
場
へ
の
応
用
を
目

指
す
高
次
元
医
用
画
像
工
学
研
究
所

の
存
在
も
頼
も
し
い
。
こ
う
し
た
先

端
施
設
の
研
究
と
設
備
を
、
授
業
に

活
用
で
き
る
点
も
、
慈
恵
医
大
で
学

ぶ
メ
リ
ッ
ト
の
一
つ
だ
。

「
今
、
地
域
お
よ
び
診

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は

先
進
医
療
や
地
域
の
中
核
病
院
と
し

て
の
実
績
が
あ
る
四
つ
の
附
属
病
院

で
の
実
践
を
通
し
て
、
幅
広
い
人
間

性
と
高
度
な
技
術
を
持
つ
医
師
・
看

護
師
が
育
っ
て
い
く
の
を
期
待
し
て

い
ま
す
」
と
、
栗
原
学
長
は
進
化
す

る
医
療
現
場
に
お
い
て
も
変
わ
ら
ぬ

「
慈
恵
精
神
」
を
受
け
継
ぐ
後
輩
の

育
成
を
目
指
し
て
い
る
。

療
科
に
よ
る
医
師
の

偏
在
は
大
き
な
社
会

問
題
。
医

科
大
学
や

医
学
生
は
そ
の
問
題
に
真

正
面
か
ら
向
き
合
わ
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

ま
ず
医
師
の
総
合

的
診
療
能
力
と
研

究
能
力
を
高
め
る

東京慈恵会医科大学　栗原 敏学長

西新橋キャンパスに隣接する21階建ての中央棟（左）は、最新の手術室、病棟
を擁する。1930年竣工のＦ棟（右）はナイチンゲール病棟に倣い各部屋に窓が
設けられ必ず採光できるように設計された。

シミュレーション教育施設は、学生だけでなく、
研修医、病院スタッフの学習の場でもあり、規模
の面、シミュレータの数でも、全国有数の施設で
ある。

「
社
会
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
」研
究
者
・

医
療
従
事
者
の
育
成

脳血管内治療センターは、世界でも類を見ない開頭手
術をしないコイル式の治療方法など、最先端のコンセ
プトの下に最新の設備を導入。365日24時間の治療
体制を整えて、最新医療への新たな取り組みを行って
いる。

明治17（1884）年、高木が自らの仮説
を実証すべく実験航海に使った海軍練習艦
「筑波」。

　明治14（1881）年、英国セント・トーマス病
院医学校への留学から帰ったばかりの海軍軍医・高
木兼寛は、当時の日本の医学界がドイツ医学一色で
学理優先になっているのを憂い、臨床を重視し、患
者本位の医療を進めるために、医学校「成医会講習
所」を東京・銀座に開いた。これが現在の、東京慈
恵会医科大学の前身だ。併せて高木は、貧しい人び
とのための施療病院（現在の附属病院）や、英国滞
在中に訪問したナイチンゲール看護学校に倣った看
護婦教育所（現在の慈恵看護専門学校）も創設して
いる。日本における近代看護教育の創始者の一人で
もある。
　高木は患者をよく診ること、その心の痛みをよく

理解することを重んじ、医療従事者のモラルや態度を厳しく指導した。自ら校門
の前に立ち、医学生の服装をチェックしたというエピソードが残されている。
　一方で高木は、明治期には伝染病の一種とされていた「脚気」を研究し、栄養
の偏りに原因があるという説を唱えたことで、医学論争史にもその名を残してい
る。当時、脚気は軍隊でもまん延しており、多くの死者が出ていた。高木の研究
は海軍練習艦を用いた実証的なものだったが、国内の医学会主流には受け入れら
れなかった。しかし海軍では、「白米中
心で栄養バランスの偏った食事が脚気
の原因」という高木の説を受け入れ、
タンパク質の豊富な洋食や麦飯を採用
することで、脚気の撲滅に効果を上げ
た。こうした兵食改善運動のなかから
「海軍カレー」が生まれ、脚気と食事
の関係に着目した疫学的研究の延長線
上に、脚気の真の原因であるビタミン
の発見があった。

慈恵医大創設者の高木兼寛
（1849−1920）


